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Right
「
敵
討
」
に
つ
い
て
『
国
史
大
辞
典
』
な
ど
に
は
次
の
よ
う
な
（１）
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
敵
討
と
は
主
君
と
か
近
親
者
が
殺
さ
れ
た
場
合
、
家
臣
と
か
一
族
の
者
な
ど
、
第
三
者
が
復
讐
の
目
的
で
そ
の
殺
害
者
を
討
ち
殺
す
こ
と
、
仇
討
と
も
い
う
。
古
い
時
代
に
は
古
今
東
西
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
日
本
で
も
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
と
く
に
江
戸
時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
敵
討
の
話
は
謡
曲
・
舞
・
浄
瑠
璃
な
ど
に
脚
色
さ
れ
て
広
が
り
、
庶
民
の
人
気
を
煽
っ
た
こ
と
も
敵
討
が
多
く
起
っ
た
理
由
と
い
わ
れ
る
。
江
戸
中
期
頃
ま
で
は
武
士
社
会
に
多
発
し
た
が
、
中
期
以
降
は
農
工
商
の
一
般
庶
民
の
敵
討
が
多
く
見
ら
れ
た
。
敵
討
は
原
則
と
し
て
許
可
を
得
て
行
わ
れ
た
が
、
無
許
可
で
討
っ
た
場
合
も
殺
人
罪
に
は
な
ら
な
は
じ
め
に 肥
後
の
敵
討
事
件
に
つ
い
て
かつた。
敵
討
に
は
二
○
年
、
三
○
年
も
、
時
に
は
五
○
年
以
上
か
か
っ
た
例
も
あ
り
、
討
つ
者
も
、
討
た
れ
る
者
も
、
長
い
年
月
は
辛
労
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
討
ち
果
た
し
た
方
が
少
な
く
、
途
中
で
死
ん
だ
方
が
倍
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
返
り
討
ち
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
敵
に
殺
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
赤
穂
浪
士
や
伊
賀
上
野
の
例
の
よ
う
に
、
不
意
に
襲
撃
し
て
討
ち
果
た
す
こ
と
も
多
か
っ
た
。
ま
た
荒
木
又
右
衛
門
が
渡
辺
数
馬
に
加
勢
し
た
よ
う
に
、
助
太
刀
を
得
て
討
つ
こ
と
も
多
く
見
ら
れた。「仇討禁止令」は明治六年（一八七三）一一月に発令
さ
れ
、
以
後
は
敵
討
を
し
た
者
は
犯
罪
者
と
さ
れ
た
。
全
国
的
に
は
多
く
の
敵
討
事
件
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
肥
後
の
敵
討
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
い
ま
管
見
に
入
っ
た
肥
後
の
敵
討
事
件
を
年
代
順
に
紹
介
す
る
と
次
の
七
件
で
あ
る
。
蓑
田
勝
彦
6３
①
〔
小
森
田
太
三
敵
討
事
件
〕
明
和
九
年
（
安
永
元
年
、
一
七
七
二
）
五
月
、
熊
本
坪
井
の
流
長
院
支
配
の
小
森
田
佐
左
衛
門
と
弟
の
小
森
田
十
内
と
が
兄
弟
喧
嘩
の
結
果
、
兄
佐
左
衛
門
が
弟
十
内
を
殺
害
し
て
逐
電
し
た
。
八
年
後
の
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
二
月
に
、
十
内
の
子
Ⅱ
小
森
田
太
三
が
筑
後
六
本
松
の
街
道
筋
で
、
伯
父
の
佐
左
衛
門
を
見
つ
け
だ
し
て
敵
を
討
っ
た
。
②
〔
八
代
馬
の
神
敵
討
事
件
〕
文
化
五
年
二
八
○
八
）
五
月
、
八
代
松
井
家
の
足
軽
田
頭
長
右
衛
門
（
の
ち
嘉
蔵
）
が
、
同
僚
の
佐
藤
喜
多
助
を
遺
恨
に
よ
り
殺
害
、
逃
亡
し
た
。
翌
年
三
月
に
日
向
延
岡
に
い
た
嘉
蔵
が
八
代
に
連
行
さ
れ
る
途
中
、
種
山
手
永
栫
村
で
自
殺
を
は
か
っ
た
た
め
、
同
地
の
馬
の
神
で
佐
藤
喜
多
肋
の
遺児真津平が敵を討った。
③
〔
甲
佐
下
横
辺
田
の
敵
討
事
件
〕
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
六
月
、
熊
本
米
屋
町
の
市
原
屋
俊
十
郎
が
、
同
金
屋
町
の
嘉
次
平
を
供
に
京
都
に
行
き
同
所
に
滞
在
中
、
嘉
次
平
が
俊
十
郎
に
傷
を
負
わ
せ
て
逃
亡
、
俊
十
郎
は
死
亡
し
た
。
十
七
年
後
の
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
一
月
一
五
日
に
憎
形
で
了
山
と
名
乗
っ
て
い
た
嘉
次
平
を
、
俊
十
郎
の
悴
Ⅱ
岡
崎
平
左
衛
門
が
甲
佐
手
永
下
横
辺
田
村
の
正
宗
寺
で
発
見
、
討
ち
と
め
た
。
③
〔
西
本
・
牛
島
兄
弟
敵
討
事
件
〕
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
、
江
戸
の
藩
邸
で
足
軽
の
大
熊
七
左
衛
門
が
同
僚
の
猿
渡
正
蔵
を
殺
害
し
て
逐
電
、
西
本
恒
助
・
牛
嶋
弥
熊
の
兄
弟
が
父
を
殺
害
し
た
大
熊
に
復
讐
す
る
た
め
に
、
同
年
四
月
に
藩
に
届
出
て
敵
討
に
出
発
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
結
果
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
遂
に
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
⑤
〔
北
村
兄
弟
敵
討
事
件
〕
天
保
四
年
一
二
月
の
夜
、
布
田
手
永
中
久
木
野
村
に
入
医
し
て
い
た
北
村
養
節
が
高
宮
熊
平
（
小
笠
原
家
家
来
）
と
口
論
、
殺
害
さ
れ
た
。
二
一
一
年
後
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
、
子
の
北
村
玄
静
・
徳
次
郎
兄
弟
は
中
久
木
野
村
で
、
浪
人
と
な
っ
て
い
た
高
宮
熊
平
を
見
出
し
て
敵
討
を
し
た
。
⑥〔吉田伝太敵討事件〕文久一一年（一八六二）一一一月、
江
戸
の
熊
本
藩
邸
の
留
守
居
役
Ⅱ
吉
田
平
之
助
は
、
横
井
小
楠
ら
と
酒
宴
を
催
し
て
い
た
と
き
、
小
楠
暗
殺
を
は
か
る
三
人
の
刺
客
に
襲
わ
れ
た
。
横
井
小
楠
は
と
っ
さ
に
そ
の
場
を
逃
れ
た
が
、
吉
田
平
之
助
は
重
傷
を
負
い
、
三
ヶ
月
後
に
死
亡
し
た
。
六
年
後
の
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
一
八
六
八
）
二
月
に
、
伊
予
松
山
に
い
た
刺
客
の
一
人
Ⅱ
黒
瀬
市
郎
助
を
、
平
之
助
の
子
Ⅱ
己
久
馬
ら
が
探し出して熊本藩領の豊後鶴崎に連行、敵討を遂げた。
⑦
〔
下
田
恒
平
敵
討
事
件
〕
文
久
元
年
（
一
八
六
二
四
月
六
日
、
江
戸
藩
邸
詰
の
下
田
平
八
と
中
津
喜
平
の
二
人
を
同
役
の
入
佐
唯
右
衛
門
が
殺
害
、
逐
電
し
た
。
一
○
年
後
の
明
治
四
年
（
一
八
七
二
四
月
一
六
日
に
下
関
か
ら
護
送
さ
れ
て
き
た
入
佐
を
、
下
田
平
八
の妻田鶴と遺児の恒平らが玉名広福寺に近い石貫村で討ち、
復讐をとげた。「日本最後の仇討」といわれている。
6４
日
小
森
田
太
三
敵
討
事
件
この事件については宇野廉太郎氏が「小森田太一一一復讐
（３）
事
件
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
以
下
、
宇
野
氏
に
よ
っ
て
事
件
の
概
要
を
記
す
。
事
の
起
り
は
明
和
九
年
（
安
永
元
年
、
一
七
七
二
）
六
月
の
こ
と
、
熊
本
坪
井
の
流
長
院
支
配
の
小
森
田
兄
弟
の
喧
嘩
で
あ
っ
た
。
兄
の
小
森
田
佐
左
衛
門
は
平
素
か
ら
酒
癖
が
悪
く
、
多
く
の
人
々
に
迷
惑
を
か
け
て
い
た
の
で
、
弟
の
小
森
田
十
内
が
見
か
ね
て
意
見
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
酒
気
を
帯
び
て
い
た
佐
左
衛
門
が
憤
慨
し
て
口
論
と
な
り
、
つ
い
に
刀
を
抜
い
て
弟
の
十
内
を
殺
害
、
騒
ぎ
の
間
に
行
方
を
く
ら
ま
し
た
。
そ
の
と
き
十
内
の子Ⅱ太三は一一一一歳であった。
太
三
は
父
の
敵
討
を
念
じ
て
成
長
し
て
い
っ
た
。
人
年
後
の
安
永九年（一七八○）太一一一は一一一歳になっていた。足痛の
療
治
の
た
め
山
鹿
郡
平
山
（
現
山
鹿
市
北
西
部
）
の
温
泉
に
入
湯
し
て
い
た
時
の
二
月
一
一
一
日
、
湯
治
客
の
話
か
ら
敵
の
佐
左
衛
門
が
以上七つの事件の外に、刊行物に記されているものに、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
に
肥
後
国
清
閑
寺
原
で
岩
井
善
次
郎
・
岩
井
半
四
郎
が
父
の
敵
Ⅱ
青
山
弾
正
を
討
っ
た
と
い
う
事
件
が
（２）
『
敵
討
の
歴
史
』
の
一
覧
表
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
確
か
な
記
録
を
見
出
せ
な
い
の
で
、
今
回
の
紹
介
に
は
省
い
た
。
以
下
に
各
事
件
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
い
。
筑
前
の
太
宰
府
近
在
に
居
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
往
来
手
形
も
申
請
せ
ず
に
直
ち
に
敵
討
に
出
発
し
た
。
途
中
は
西
国
順
礼
に
姿
を
変
え
、
人
々
に
喜
捨
を
受
け
な
が
ら
二
月
二
一
日
に
は
太
宰
府
へ参詣、翌一一二日に六本松の茶屋で敵の伯父Ⅱ佐左衛門
に
出
会
っ
た
。
佐
左
衛
門
は
成
長
し
た
太
三
を
見
知
っ
て
は
い
な
い
の
で
、
素
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
話
を
し
な
が
ら
、
す
き
を
見
て
佐
左
衛
門
に
切
り
か
か
っ
て
敵
を
討
っ
た
。
事
件
後
に
土
地
の
役
人
に
事
情
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
往
来
手
形
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
所
を
送
り
出
し
に
な
り
、
同
二
五
日
筑
後
国
春
町
（
原
町
）
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
弟
の
寿
吉
へ
書
状
を
出
し
、
支
配
寺
の
流
長
院
に
報
告
し
た
。
流
長
院
か
ら
は
藩
に
事
情
報
告
が
な
さ
れ
、
太
三
の
南
関
番
所
通
行
許
可
書
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
許
可
書
を
も
っ
て
迎
え
に
行
っ
た
小
森
田
喜
内
と
と
も
に
太
三
は
帰
郷
し
た
。
帰
郷
し
た
小
森
田
太
三
か
ら
詳
し
い
事
情
説
明
を
う
け
た
流
長
院
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
藩
当
局
は
こ
の
敵
討
の
正
当
性
を
認
め
た
。
往
来
手
形
を
持
参
せ
ず
、
つ
ま
り
南
関
の
番所を通らずに領外へ出たこと（いわゆる「関所破り」）
に
つ
い
て
、
「
重
い
御
定
法
」
を
破
っ
て
は
い
る
が
、
敵
討
の
た
め
に
は
「
余
儀
な
き
」
こ
と
で
あ
る
と
し
て
「
御
構
い
な
し
」
と
い
う
処
分
を
決
定
し
て
い
る
。
俗
に
「
関
所
破
り
」
は
重
罪
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
「
敵
討
」
は
そ
の
〃
重
罪
〃
を
も
無
罪
と
す
る
ほ
ど
大
切
な
義
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
6５
ロ
八
代
馬
の
神
敵
討
事
件
（６）
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
原
田
門
喜
氏
が
『
馬
の
神
仇
討
談
』
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
八
代
夜
話
」
の
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
通
り
、
古
老
か
ら
の
聞
書
き
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
原
田
氏
は
こ
れ
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、
敵
討
関
係
者
の
子
孫
れ
と
も
、
こ
の
こ
ろ
に
は
「
関
所
破
り
」
は
特
別
に
重
大
な
犯
罪
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宇
野
氏
の
文
に
は
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
流
長
院
か
ら
藩
当
局
に
提
出
し
た
文
書
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
藩
か
ら
の
文
書
な
ど
を
記
録
し
た
史
料
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
二
月
二
日
に
は
村
々
を
廻
っ
て
米
五
六
合
ほ
ど
貰
っ
て
餓
え
を
凌
い
だ
り
、
日
に
よ
っ
て
は
一
一
文
三
文
ず
つ
貰
い
だ
し
た
と
か
、
太
三
が
六
本
松
で
敵
討
を
す
る
と
き
に
、
用
意
し
て
い
た
懐
剣
で
で
は
な
く
、
佐
左
衛
門
が
持
っ
て
い
た
「
サ
ス
ガ
」
（
小
刀
の
一
種
）
を
借
り
受
け
て
そ
れ
で
佐
左
衛
門
の
喉
を
刺
し
通
し
た
こ
と
な
ど
、
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
小
森
田
太
三
か
ら
詳
し
く
聞
き
（４）
質
し
た
記
録
に
よ
っ
て
い
る
。
な
お
流
長
院
は
、
壷
川
小
学
校
北
側
の
坪
井
川
沿
い
に
位
置
し
（
熊
本
市
壺
川
一
丁
目
）
、
出
田
宮
内
少
輔
（
二
千
石
）
な
ど
大
身
の
武
家
の
墓
が
多
く
あ
る
由
緒
あ
る
（５）
寺
院
（
曹
洞
｛
不
）
で
あ
っ
た
た
め
、
小
森
田
兄
弟
の
よ
う
な
人
々
を
支
配
下
に
も
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
ら
秘
蔵
の
記
録
を
借
り
出
し
て
、
そ
の
記
録
を
軸
に
原
稿
に
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
多
分
に
創
作
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
『
八
代
郡
誌
』
に
も
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
記
（７）
述がある。本稿ではそれらを参考にしながら、「文化一ハ年
（８）
巳一一一月一二日於八代敵討」という題の記録によって事件の
内
容
を
説
明
し
た
い
。
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
の
こ
と
、
八
代
松
井
家
の
家
臣
で
あ
る
足
軽
の
佐
藤
喜
多
助
・
田
頭
長
右
衛
門
（
の
ち
嘉
蔵
）
ら
五
人
が
、
御
用
米
を
川
尻
へ
運
送
す
る
船
に
同
乗
し
て
間
違
い
な
く
御
用
米
を
届
け
る
役
Ⅱ
「
上
乗
」
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
途
中
で
田
頭
は
積
荷
の
米
を
横
領
し
よ
う
と
佐
藤
ら
に
も
ち
か
け
た
。
佐
藤
が
こ
れ
に
強
く
反
対
し
て
大
き
な
騒
動
に
な
っ
た
が
、
他
の
者
た
ち
が
仲
裁
に
は
い
っ
て
そ
の
場
は
収
ま
っ
た
。
こ
の
出
来
事
は
秘
密
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
当
局
の
知
る
所
と
な
り
、
取
調
べ
の
結
果
、
田
頭
は
足
軽
身
分
を
奪
わ
れ
追
放
刑
（七郡御構）になった。田頭は初め筑後国にいたが、のち
に
天
草
に
移
り
住
ん
だ
。
彼
は
刑
罰
を
う
け
た
こ
と
で
佐
藤
を
深
く
恨
ん
で
お
り
、
報
復
の
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
た
。
文
化
五
年
二
八
○
八
）
五
月
、
日
奈
久
に
来
て
い
た
田
頭
は
父
の
墓
参
を
口
実
に
八
代
に
入
り
、
自
宅
で
寝
て
い
た
佐
藤
と
そ
の
妻
を
殺
害
し
て逃げ去った。
父
と
母
を
殺
害
さ
れ
た
佐
藤
松
平
・
安
次
兄
弟
は
復
讐
を
誓
っ
て
6６
当
局
に
敵
討
を
出
願
し
た
。
殺
さ
れ
た
喜
多
助
の
友
人
Ⅱ
磯
田
次
郎
次
も
助
勢
を
申
し
出
て
許
可
を
う
け
た
。
八
代
塩
屋
町
の
桶
屋
伊作も喜多助に恩義をうけたということで共に敵討に出発
し
た
。
肥
後
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
隣
国
や
中
国
地
方
、
大
坂
ま
で
行
方
を
尋
ね
た
が
探
し
出
せ
な
か
っ
た
。
佐
藤
松
平
は
、
幕
府
に
敵
討
の
許
可
を
受
け
る
際
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
の
で
佐
藤
満
津
平
（真津平）と改めた。満津平と磯田次郎次は身を六十六部
の
姿
に
変
え
て
敵
討
の
旅
に
出
た
が
、
そ
の
際
に
松
井
家
か
ら
二
人には資金を、家族には扶持米が与えられたという。
殺
さ
れ
た
喜
多
助
に
は
安
平
と
い
う
弟
が
い
た
が
、
故
あ
っ
て
浪
人
と
な
り
上
益
城
郡
御
船
町
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
安
平
の
知
人
か
ら
の
情
報
に
よ
り
、
敵
の
田
頭
（
嘉
蔵
）
が
日
向
国
延
岡
に
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
二
人
は
急
い
で
延
岡
へ
行
き
、
田
頭
を
捕らえて八代に連行した。八代郡種山手氷まで来たとき、
田
頭
が
舌
を
噛
み
切
っ
て
自
殺
を
は
か
っ
た
の
で
、
同
地
の
馬
の
神
と
い
う
所
で
佐
藤
満
津
平
・
安
次
兄
弟
と
助
太
刀
の
磯
田
次
郎
次
の
三
人
で
敵
討
を
遂
げ
た
と
い
う
。
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
三
月
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
田
頭
の
首
は
佐
藤
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
照
光
寺
（
現
八
代
市
八
幡
町
）
の
墓
前
に
供
え
ら
れ
た
。
こ
の
照
光
寺
に
は
敵
討
に
使
わ
れ
た
と
い
う
刀
が
、
今
も
三
つ
に
切
ら
（９）
れ
た
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
事
件
後
、
佐
藤
満
津
平
は
敵
討
を
賞
さ
れ
て
、
足
軽
か
ら
「
御
役人段」に昇格、「御次坊主代」に任ぜられた。助太刀し
た
磯
田
次
郎
次
も
「
歩
御
小
姓
」
に
昇
格
、
切
米
三
石
を
加
増
さ
れ
た
。
塩
屋
町
の
伊
作
は
苗
字
刀
を
許
さ
れ
、
足
軽
に
採
用
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
他
に
「
八
代
仇
討
御
尋
二
付
（⑱）
申
上
覚
」
と
い
う
史
料
も
あ
る
。
こ
れ
は
前
記
の
御
船
町
在
住
の
安
平
の
知
人
Ⅱ
御
船
町
村
の
伝
吉
が
旅
宿
を
営
ん
で
お
り
、
旅
人
か
ら
の
情
報
を
得
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
協
力
し
、
田
頭
が
延
岡
に
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
出
し
、
そ
れ
が
も
と
で
敵
討
が
成
就
し
た
経
緯
を
詳
し
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は
伝
吉
の
親
身
の
協
力
に
対
し
て
、
の
ち
に
松
井
家
か
ら
鳥
目
二
貫
文
が
与
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
敵
討
関
係
者
に
つ
い
て
松
井
家
の
「
御
家
人
帳
」
で
確
認
（Ⅲ）
し
て
み
る
と
、
殺
さ
れ
た
佐
藤
喜
多
肋
は
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
記
事
に
「
弐
人
扶
持
銀
六
拾
月
外
二
御
心
附
三
拾
五
匁
足
軽
格
佐
藤
喜
多
助
」
と
あ
り
、
「
御
馬
屋
」
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
。
佐
藤
を
殺
害
し
た
田
頭
長
右
衛
門
は
同
年
の
「
御
家
人
帳
」
に
志
水
小
八
郎
組
の
足
軽
の
中
に
「
弐
人
扶
持
三
石
田
頭
長
右
衛
門
」
と
あ
り
、
享
和
元
年
（
一
八
○
二
の
「
御
家
人
帳
」
に
は
明
石
五
郎
右
衛
門
組
の
足
軽
と
し
て
「
弐
人
扶
持
五
石
田
頭
嘉
蔵
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
名
前
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
佐
藤
満
津
平
の
敵
討
を
助
け
た
磯
田
次
郎
次
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
二
の
「
御
家
人
帳
」
の
歩
御
小
姓
の
項
に
6７
ロ
甲
佐
下
横
辺
田
の
敵
討
事
件
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
岡
崎
氏
鴻
吉
『
熊
本
御
城
下
の
町
人
」
（ｕ）
に
か
な
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
岡
崎
家
に
残
さ
れ
た
記
録
や
言
い
伝
え
に
も
と
づ
い
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
被
害
者
の
俊
十
郎
は
岡
崎
惣
七
郎
の
七
男
で
、
岡
崎
源
右
衛
門
の
甥
に
あ
た
る
と
い
う
。
敵
を
討
っ
た
俊
十
郎
の
子
は
安
三
郎
（
の
ち
平
左
衛
門
）
と
い
っ
た
。
俊
十
郎
が
京
都
で
殺
さ
れ
た
の
は
文
化
九
年
（
一
八
一
三
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
安
三
郎
は
四
歳
だ
っ
た
。
成
長
し
た
安
三
郎
は
父
の
敵
を
討
つ
た
め
に
、
町
人
な
が
ら
建
部
九
郎
助
に
入
門
し
剣
術
の
修
行
に
励
ん
だ
。
文
「
弐
人
扶
持
七
石
御
供
役
磯
田
次
郎
次
」
と
あ
り
、
翌
九
年
．
一
○
年
に
も
同
じ
内
容
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
上
に
紹
介
し
た
敵
討
の
事
件
が
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
できるものと思われる。なお事件から一一二年後の天保一一
年
（
一
八
三
一
）
の
「
御
家
人
帳
」
に
は
、
磯
田
次
郎
次
の
名
は
「
御
中
小
姓
」
の
項
に
見
ら
れ
、
「
御
代
官
大
社
流
師
役
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
「
大
社
流
」
は
通
常
は
「
タ
イ
捨
流
」
と
記
さ
れ
、
九
月蔵人が始めた剣術の一派）。この磯田次郎次は松井家の
剣
術
師
範
と
な
っ
て
い
る
が
、
時
期
が
大
き
く
ず
れ
て
お
り
、
助
太
刀
し
た
当
人
か
、
あ
る
い
は
そ
の
子
供
な
の
か
判
断
が
困
難
で
ある。
政一一一年（一八二九）安三郎は一一一歳になったが、父の
一
七
回
忌
を
迎
え
る
そ
の
年
の
一
月
、
敵
の
嘉
次
平
が
僧
侶
と
な
っ
て
甲
佐
の
寺
に
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
剣
術
の
師
Ⅱ
建
部
に
頼
み
、
相
門
の
逸
枝
権
助
と
そ
の
子
健
助
の
二
人
に
助
太
刀
を
依
頼
し
た
。
一
月
一
五
日
の
朝
四
つ
半
頃
（
午
前
二
時
こ
ろ
）
、
下
横
辺
田
村
の
正
宗
寺
か
ら
出
て
き
た
嘉
次
平
（
僧
侶
名
Ⅱ
了
山
）
を
捕
ら
え
、
近
く
の
大
町
村
の
墓
地
に
連
行
し
た
。
嘉
次
平
は
一
刻
の
猶
予
を
願
い
、
阿
弥
陀
経
を
よ
ん
だ
後
に
討
た
れ
た
と
い
う
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
熊
本
藩
の
記
録
で
あ
る
「
新
続
跡
覧
」
（川）
の
文
政
一
一
一
年
の
項
に
も
詳
し
い
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を現代文に直し要約して紹介したい。
岡崎平左衛門が父の敵Ⅱ嘉次平を討ち留めた件について、
幕
府
御
用
番
へ
の
伺
書
熊
本
金
屋
町
の
嘉
次
平
は
、
同
米
屋
町
の
市
原
屋
俊
十
郎
の
供
で
京
都
へ
行
き
、
逗
留
中
の
文
化
九
年
六
月
九
日
、
俊
十
郎
に
手
傷
を
負
わ
せ
て
逃
亡
し
た
（
俊
十
郎
は
翌
日
死
亡
）
。
嘉
次
平
の
人
相
書
は
同
年
九
月
に
松
平
伊
豆
守
様
（
幕
府
）
か
ら
配
布
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
今
年
（
文
政
一
二
年
）
正
月
一
五
日
甲
佐
手
永
下
横
辺
田
村
で
俊
十
郎
の
悴
Ⅱ
岡
崎
平
左
衛
門
が
嘉
次
平
を
討
ち
と
め
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
幕
府
へ
の
伺
書
の
案
文
を
、
二
月
九
日
の
飛
脚
で
江
戸
へ
送
っ
た
。
江
戸
の
藩
邸
で
幕
府
関
係
者
な
ど
と
も
打
合
わ
せ
た
結
果
、
6８
三
月
八
日
に
話
合
い
が
済
ん
で
、
幕
府
へ
次
の
よ
う
な
伺
書
を
出
し
た
。
熊
本
金
屋
町
の
嘉
次
平
と
い
う
者
が
、
文
化
九
年
に
同
米
屋
町
の
市
原
屋
俊
十
郎
の
供
で
京
都
に
行
っ
た
と
き
、
木
屋
町
三
条
下
ル
ー
丁
目
に
逗
留
中
の
六
月
九
日
、
俊
十
郎
に
切
り
付
け
深
手
を
負
わ
せ
た
。
俊
十
郎
は
死
ん
で
嘉
次
平
は
逃
亡
し
、
嘉
次
平
の
御
尋
ね
者
の
人
相
書
き
は
同
年
九
月
に
配
布
き
れ
た
。
そ
こ
で
熊
本
領
内
の
探
索
は
厳
重
に
命
じ
た
が
、
こ
れ
ま
で
見
つ
け
出
せ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
俊
十
郎
の
悴
Ⅱ
岡
崎
平
左
衛
門
が
、
今
年
（
文
政
一
二
年
）
正
月
一
五
日
に
益
城
郡
下
横
辺
田
村
で
僧
形
の
者
に
行
き
あ
っ
た
と
き
、
平
左
衛
門
が
召
連
れ
て
い
た
者
が
嘉
次
平
を
見
知
っ
て
い
て
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
了
山
と
い
う
坊
主
で
怪
し
い
も
の
で
は
な
い
と
答
え
た
が
、
聞
き
質
し
た
ら
嘉
次
平
に
間
違
い
な
く
、
身
を
隠
す
た
め
に
剃
髪
し
た
こ
と
を
白
状
し
た
。
平
左
衛
門
は
父
俊
十
郎
の
敵
だ
と
言
っ
て
、
嘉
次
平
を
討
ち
と
め
た
。
平
左
衛
門
は
当
年
二
一
歳
。
父
が
死
ん
だ
時
は
四
歳
で
あ
っ
た
。
生
来
身
体
が
虚
弱
で
遠
国
を
尋
ね
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
が
、
ぜ
ひ
遺
恨
を
晴
ら
し
た
い
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
幸
い
伯
父
の
岡
崎
源
右
衛
門
は
町
人
で
は
あ
る
が
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
た
の
で
そ
の
世
話
に
な
り
、
苗
字
帯
刀
の
身
に
な
っ
た
。
身
体
も
だ
ん
だ
ん
快
方
に
向
か
い
、
敵
討
の
機
会
を
窺
っ
て
い
た
の
で
、
嘉
次
平
を
見
つ
け
た
と
き
、
彼が御尋ね者になっていることを知ってはいたが、
前
後
を
顧
み
ず
討
ち
留
め
て
し
ま
っ
た
。
御
尋
ね
者
を
殺
害
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
平
左
衛
門
は
押
込
め
と
し
、
嘉
次
平
の
死
骸
は
仮
埋
葬
し
て
置
い
た
。
平
左
衛
門
の
処
置
と、嘉次平の死骸をどう扱えばよいか伺います。
こ
の
伺
い
に
対
し
て
、
四
月
二
一
日
に
幕
府
か
ら
次
の
よ
う
な回答があった。
平
左
衛
門
が
父
の
仇
を
討
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
お
構
い
な
し
、
押
込
め
は
止
め
て
釈
放
す
べ
し
。
嘉
次
平
Ⅱ
了
山
の
死
骸
の
扱
い
に
つ
い
て
は
京
都
町
奉
行
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
と。
こ
の
回
答
に
も
と
づ
い
て
、
五
月
四
日
に
嘉
次
平
の
死
骸
の
取
扱
い
に
つ
い
て
京
都
町
奉
行
へ
伺
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
同
一
六
日
に
次
の
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
。
嘉
次
平
Ⅱ
了
山
の
死
骸
は
御
仕
置
に
処
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
久
し
く
仮
埋
葬
さ
れ
て
い
て
、
御
仕
置
は
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
か
ら
取
捨
て
と
し
、
そ
の
取
捨
て
の
「
科
書
捨札」を立てるべきである。
そ
の
「
科
書
捨
札
」
の
文
面
肥
後
国
熊
本
金
屋
町
6９
嘉
次
平
事
了
山
この者、同国熊本米屋町俊十郎に一雇われて上京し、
逗
留
中
に
主
人
同
様
の
俊
十
郎
を
殺
害
し
て
逃
亡
し
た
こ
と
は
不
届
き
至
極
で
あ
る
。
当
正
月
に
下
横
辺
田
村
で
俊
十
郎
の
悴
平
左
衛
門
に
、
父
の
敵
と
し
て
討
ち
留
め
と
め
ら
れた。この死骸は晒したうえ礫に処すべきところ、
久
し
く
仮
埋
葬
し
て
御
仕
置
が
で
き
な
い
の
で
、
取
捨
て
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
前
述
の
『
熊
本
御
城
下
の
町
人
」
で
は
「
仇
討
実
録
の
創
作
」
と
い
う
題
を
つ
け
て
紹
介
し
て
い
る
。
熊
本
藩
が
幕
府
へ
報
告
し
た
内
容
が
創
作
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
事
件
の
報
告
を
う
け
た
藩
当
局
は
こ
れ
を
通
常
の
敵
討
事
件
と
し
て
扱
い
、
敵
討
を
し
た
岡
崎
平
左
衛
門
に
は
じ
め
「
相
慎
み
居
り
候
様
」
に
命
じ
た
が
、
す
ぐ
に
「
慎
み
居
り
候
に
及
ば
ず
」
と
い
う
処
分
を
決
定
し
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
な
っ
て
嘉
次
平
が
幕
府
の
「
御
尋
ね
者
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
、
平
左
衛
門
は
「
押
込
め
」
に
し
て
い
る
と
い
（Ⅱ）
う
虚
偽
の
報
告
書
を
幕
府
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
嘉
次
平
の
居
所
を
知
っ
た
平
左
衛
門
が
、
助
太
刀
を
頼
ん
で
計
画
的
に
敵
討
を
実
行
し
た
の
で
は
な
く
、
偶
然
に
嘉
次
平
に
行
き
合
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
し
、
嘉
次
平
Ⅱ
了
山
を
弟
子
に
し
て
い
た
正
宗
寺
か
ら
も
、
了
山
は
自
分
の
寺
の
者
で
は
な
く
、
数
日
間
加
卿
西
本
・
牛
嶋
兄
弟
敵
討
事
件
こ
れ
は
出
版
物
に
は
未
紹
介
の
事
件
と
思
わ
れ
る
の
で
、
上
妻
文
庫
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
新
続
跡
覧
」
の
記
事
に
よ
っ
て
概
要
（旧）
を
説
明
し
た
い
。
熊
本
藩
の
江
戸
屋
敷
に
勤
務
し
て
い
た
外
様
足
軽
の
猿
渡
正
蔵
が
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
一
七
日
の
夜
に
同
僚
の
大
熊
七
左
衛
門
に
殺
害
さ
れ
、
大
熊
は
そ
の
ま
ま
逐
電
し
た
。
殺
さ
れ
た
猿
渡
の
子
供
は
、
兄
は
西
本
恒
助
と
い
い
二
四
歳
、
弟
は
牛
嶋
弥
熊
と
い
い
二
○
歳
で
あ
っ
た
。
二
人
と
も
姓
が
勢
を
頼
ん
で
い
る
だ
け
だ
と
い
う
報
告
を
出
さ
せ
て
い
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
点
で
創
作
さ
れ
た
報
告
書
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
であろう。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
こ
に
述
べ
た
甲
佐
手
永
で
の
敵
討
事
件
で
は
、
無
届
で
敵
討
を
お
こ
な
っ
た
岡
崎
平
左
衛
門
は
何
の
処
罰
も
受
け
て
い
な
い
。
無
届
の
敵
討
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
熊
本
藩
が
幕
府
に
対
し
て
、
御
尋
ね
者
を
殺
害
し
た
事
件
と
い
う
こ
と
で
届
出
た
の
に
対
し
て
、
幕
府
は
「
お
構
い
な
し
」
と
の
処
置
で
済
ま
せ
て
い
る
。
事
件
後
に
十
分
な
調
査
が
行
わ
れ
て
、
敵
討
に
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
「
お
構
い
な
し
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
権
力
者
側
が
犯
罪
に
対
し
て
十
分
な
対
処
が
で
き
な
い
場
合
は
、
私
的
な
制
裁
と
し
て
無
届
の
敵
討
も
い
わ
ば
公
認
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
7０
猿
渡
で
な
い
の
は
他
家
へ
養
子
に
い
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
四
人
は
と
も
に
細
川
家
に
仕
え
る
足
軽
で
あ
っ
た
。
二
人
は
父
の
敵
を
討
つ
た
め
に
藩
に
届
を
出
し
て
、
給
さ
れ
て
い
た
扶
持
を
辞
退
し
た
。
藩
か
ら
は
五
カ
年
の
期
間
を
与
え
ら
れ
て
、
兄
弟
は
四
月
二
三
日
に
熊
本
を
出
発
し
た
。
藩
は
も
し
敵
討
に
成
功
し
た
ら
元
通
り
の
待
遇
を
与
え
る
し
、
敵
討
に
出
て
い
る
間
は
二
人
の
家
族
に
は
扶
持
米
も
支
給
す
る
と
し
て
お
り
、
ま
た
五
年
間
の
期
限
は
延
期
を
申
し
出
た
場
合
は
、
そ
れ
を
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
西
本
恒
助
の
支
配
頭
で
あ
る
富
田
市
之
允
の
「
申
渡
書
」
に
よ
る
と
、
敵
討
に
出
発
し
た
二
人
に
は
、
金
額
は
不
明
で
あ
る
が
資
金も渡されており、「旅用金は不足するかも知れないが、
い
ま
大
金
を
渡
せ
ば
盗
難
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
少
な
め
に
渡
し
、
も
し
資
金
が
な
く
な
っ
た
ら
一
先
ず
帰
っ
て
来
て
相
談
す
る
こ
と
。
ま
た
日
数
の
延
期
も
認
め
ら
れ
る
。
往
来
手
形
に
は
藩
主
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
身
分
不
相
応
の
こ
と
は
絶
対
し
な
い
よ
うに」との指示がなされている。
こ
の
敵
討
に
つ
い
て
、
藩
内
で
は
幕
府
に
届
け
出
る
べ
き
か
、
届
け
出
な
い
で
も
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
協
議
が
行
わ
れ
、
前
例
を
調
査
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
藩
か
ら
幕
府
へ
敵
討
に
届
出
を
し
た
と
い
う
例
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
際
の
前
例
と
し
て
は
前
記
口
の
八
代
馬
の
神
事
件
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
馬
の
神
事
件
の
と
き
、
殺
害
犯
人
が
他
領
に
居
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
は
い
た
が
、
敵
討
の
届
出
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
江
戸
藩
邸
と
幕
府
と
の
折
衝
で
何
と
か
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
近
年
の
他
藩
の
例
を
聞
い
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
三
御
奉
行
様
え
御
達
、
公
儀
御
帳
二
御
付
置
二
相
成
候
」
、
つ
ま
り
幕
府
の
評
定
所
に
届
出
て
記
録
に
残
し
て
置
く
よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
絶
対
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
ら
し
い
が
、
そ
れ
が
「
筋
道
の
儀
と
存
ら
れ
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
熊
本
藩
か
ら
は
幕
府
に
届
出
た
例
は
な
い
が
、
幕
府
の
関
係
者
に
内
々
に
問
合
わ
せ
た
結
果
、
無
届
の
敵
討
の
中
に
は
処
罰
を
う
け
た
例
も
あ
る
の
で
「
公
義
御
帳
一
一
附
置
か
れ
候
方
宣
し
き
由
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
敵
討
に
つ
い
て
は
届
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
五
月
二
十
八
日
付
で
「
寺
社
奉
行
御
月
番
士
屋
相
模
守
」
「
町
御
奉
行
御
月
番
筒
井
伊
賀
守
」
「
御
勘
定
奉
行
公
事
方
御
月
番
曾
根
豊
後
守
」
の
三
奉
行
宛
に
江
戸
藩
邸
か
ら
敵
討
の
届
出
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
人
が
敵
を
討
留
め
た
場
合
も
、
前
記
の
「
御
用
番
」
と
「
三
御
奉
行
」
に
届
出
る
べ
き
で
あ
る
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
記
録
は
こ
れ
だ
け
で
、
他
の
史
料
で
も
こ
の
事
件
の
結
果
を
記
し
た
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
お
そ
ら
く
未
遂
に
終
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
五
年
後
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
二
月
の
史
料
に
は
「
御
給
扶
持
差
上
、
復
讐
二
罷
出
居
候
牛
嶋
弥
熊
実
母
、
御
7１
⑰
北
村
兄
弟
敵
討
事
件
こ
の
事
件
に
つ
い
て
も
出
版
物
に
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
「
盤
桓
随
筆
」
第
七
巻
の
「
北
村
玄
静
兄
弟
仇
討
覚
書
」
に
よ
っ
て
述
（Ⅳ）
ぺ
る
。
医
師
の
北
村
養
節
は
も
と
銭
塘
手
、
水
方
近
村
（
現
熊
本
市
中
原
町
）
に
い
た
が
、
の
ち
に
布
田
手
永
中
久
木
野
村
（
現
阿
蘇
郡
久
木
野
村
河
陰
）
に
移
っ
て
医
業
に
従
事
し
て
い
た
。
天
保
四
年（一八一一一一一一）一一一月二九日の夜、小笠原家の家来であ
る
高
宮
熊
平
と
口
論
の
す
え
殺
害
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
養
節
の
一
一
人
の
男
子
は
三
歳
と
二
歳
で
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
養
節
の
妻
は
二
人
の
子
供
を
養
育
し
て
い
た
が
病
気
を
患
い
、
嘉
永
元
年
（
一
八四八）に二人に父の敵を討つようにと遺言して死んだ。
遺
児
の
う
ち
兄
の
北
村
玄
静
は
医
師
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
高
宮
熊
平
が
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
に
中
久
木
野
村
に
戻
り
、
そ
の
後
ず
っ
と
同
村
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
つ
き
と
め
た
。
父
の
死
か
ら二一一年後の安政一一年（一八五五）二月になって、玄静
は
弟
の
徳
次
郎
と
と
も
に
高
宮
を
討
ち
復
讐
を
果
た
し
た
。
父
の
墓
は
作
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、
熊
平
の
首
は
母
の
墓
所
で
あ
る
中
坂
専
念
寺
に
手
向
け
た
（
専
念
寺
は
熊
本
新
坪
井
中
坂
に
あ
る
浄
（応）
救
願
叶
い
が
た
き
事
」
と
あ
う
Ｃ
・
牛
嶋
弥
熊
は
敵
討
に
出
た
ま
ま
帰
郷
せ
ず
、
残
さ
れ
た
家
族
に
対
し
て
通
常
な
さ
れ
る
「
御
救
」
の
措
置
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
㈲
吉
田
伝
太
敵
討
事
件
こ
れ
は
横
井
小
楠
の
「
士
道
忘
却
問
題
」
に
関
係
す
る
事
件
で
、（旧）
山崎正童の『横井小楠』にかなり詳しく述べられている。
土宗の寺）。
北
村
兄
弟
か
ら
敵
討
の
報
告
を
受
け
た
村
の
役
人
は
、
早
速
こ
れ
を
藩
当
局
に
届
出
た
。
こ
の
敵
討
は
藩
に
届
は
出
さ
ず
に
行
わ
れ
た
が
、
藩
の
刑
法
方
の
奉
行
か
ら
は
「
ま
ず
平
常
通
り
相
心
得
候
様
」
と
い
う
指
示
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。
北
村
父
子
は
苗
字
は
あ
る
も
の
の
武
士
身
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
特
に
処
分
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
は
、
小
さ
な
字
で
次
の
よ
う
な
記
録
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
藩
の
弓
頭
の
北
村
甚
左
衛
門
の
伯
父
で
あ
る
北
村
玄
郁
の
悴
Ⅱ
北
村
玄
随
は
、
事
情
が
あ
っ
て
浪
居
し
て
い
た
が
、
あ
る
日
小
笠
原
家
の
「
持
筒
の
者
」
に
殺
害
さ
れ
た
。
犯
人
は
そ
の
後
矢
部
に
隠
れ
住
ん
で
い
た
が
、
玄
随
の
悴
が
そ
の
こ
と
を
聞
き
出
し
て
直
ち
に
矢
部
に
行
き
、
首
尾
よ
く
敵
を
討
ち
、
旦
那
寺
の
中
坂専念寺の父の墳前に首を供えた。安政二年一一月十一一一日
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
録
と
前
記
の
記
述
と
は
、
名
前
や
地
名
な
ど
い
く
つ
か
の
点
で
食
い
違
い
が
あ
る
が
、
多
分
同
一
の
事
件
に
つ
い
て
の
伝
聞
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
一
応
、
北
村
兄
弟
敵
討
事
件
と
い
う
こ
と
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
－７２－
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
’
二
月
一
九
日
夜
、
横
井
小
楠
・
吉
田
平
之
助
（
江
戸
御
留
守
居
）
・
都
築
四
郎
（
御
中
小
姓
頭
）
・
谷
内
蔵
之
允
（
御
用
人
）
の
四
人
は
江
戸
の
町
屋
で
酒
宴
を
催
し
て
い
た
。
谷
内
蔵
之
允
は
早
く
帰
り
三
人
で
酒
宴
を
続
け
て
い
る
と
き
、
顔
を
隠
し
た
三
人
の
男
が
彼
ら
に
襲
い
か
か
っ
た
。
横
井
は
素
早
く
そ
の
場
か
ら
逃
れ
、
居
住
し
て
い
た
福
井
藩
邸
に
刀
を
取
り
に
行
き
、
す
ぐ
に
現
場
に
引
き
返
し
た
が
賊
は
立
ち
去
っ
た
後
で
あ
っ
た
。
都
築
は
手
傷
を
負
い
な
が
ら
も
応
戦
し
そ
の
場
を
逃
れ
た
。
吉
田
平
之
助
は
最
後
ま
で
戦
っ
て
重
傷
を
負
い
三
ヶ
月
後
に
死
亡
し
た
。
彼
ら
を
襲
っ
た
の
は
元
熊
本
藩
足
軽
の
堤
松
左
衛
門
と
、
当
時
江
戸
藩
邸
詰
で
あ
っ
た
同
藩
足
軽
の
黒
瀬
市
郎
助
・
安
田
喜
助
の
三
人
で
あ
っ
た
。
堤
は
熱
心
な
尊
王
撰
夷
論
者
で
脱
藩
し
て
長
州
で
活
動
し
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
は
横
井
小
楠
暗
殺
の
た
め
に
江
戸
に
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
横
井
小
楠
と
都
築
四
郎
は
こ
の
と
き
の
振
舞
い
が
卑
怯
で
あ
っ
た
と
し
て
、
翌
年
一
二
月
に
知
行
召
上
げ
士
籍
剥
奪
の
処
分
を
う
け
た
。
吉
田
平
之
助
は
「
涯
分
を
尽
し
」
た
と
し
て
、
遺
族
（
妻
）
に
は
「
家
内
扶
助
米
」
と
し
て
八
人
扶
持
を
給
さ
れ
た
。
小
楠
暗
殺
に
失
敗
し
た
堤
松
左
衛
門
は
京
都
南
禅
寺
で
自
殺
し
た
。
暴
漢
に
襲
わ
れ
て
非
業
の
死
を
遂
げ
た
吉
田
平
之
助
の
子
Ⅱ
己
久
馬
（
巳
久
馬
？
）
は
翌
文
久
三
年
、
一
九
歳
の
と
き
若
党
一
人
を
連
れ
て
敵
討
の
旅
に
出
発
し
た
。
已
久
馬
主
従
は
、
都
築
四
郎
父
子
と
と
も
に
敵
の
行
方
を
探
し
ま
わ
り
、
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
一
八
六
八
）
の
初
め
に
伊
予
松
山
で
黒
瀬
を
探
し
出
し
た
（
安
田
喜
助
は
病
死
）
。
そ
し
て
黒
瀬
を
熊
本
藩
領
の
鶴
崎
へ
連
行
し
、
二
月
三
日
鶴
崎
の
竜
興
寺
境
内
で
敵
討
が
行
わ
れ
、
黒
瀬
の
首
は
熊
本
の吉田平之助の墓前に捧げられたという。
な
お
横
井
小
楠
と
都
築
四
郎
は
、
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
一
八
六
八
）
明
治
天
皇
の
元
服
に
よ
る
大
赦
に
よ
っ
て
「
士
席
」
は
回
復
き
れ
、
横
井
は
新
政
府
の
参
与
に
招
か
れ
た
。
都
築
四
郎
は
吉
田
己
久
馬
の
敵
討
に
協
力
し
て
名
誉
を
回
復
し
、
そ
の
子
Ⅱ
都
築
三
右
衛
門
は
同
年
六
月
に
一
○
人
扶
持
で
御
中
小
姓
に
召
出
さ
れ
た
。
吉
田
平
之
助
の
遺
族
に
は
わ
ず
か
八
人
扶
持
を
給
さ
れ
て
い
た
が
、
已
久
馬
が
敵
討
に
成
功
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
年
三
月
（旧）
に
一
五
○
石
の
家
禄
を
旧
復
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
他
に
も
い
く
つ
か
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
上
妻
文
庫
に
は
「
吉
田
伝
太
復
仇
一
件
聞
取
書
」
「
吉
田
伝
太
復仇現聞録」「都築黙兵衛覚書」などが収録されている。
前一一者は内容はほとんど同じで、明治一一一○年と同一一二年
に
真
藤
安
正
と
い
う
人
が
事
件
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
復
讐
を
遂
げ
た
吉
田
己
久
馬
は
、
の
ち
に
伝
右
衛
門
、
さ
ら
に
伝
太
と
名
を
変
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
都
築
黙
兵
衛
と
い
う
の
は
都
築
四
郎
の
こ
と
で
、
吉
田
伝
太
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
都
築
は
吉
田
己
久
馬
（
伝
太
）
主
従
を
助
け
て
敵
討
を
成
功
さ
せ
た
の
で
、
－７３－
⑪
下
田
恒
平
敵
討
事
件
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
宇
野
廉
太
郎
氏
が
「
日
本
最
後
の
仇
（型）
討
」
と
い
う
題
で
紹
介
し
て
い
る
。
宇
野
氏
は
「
肥
後
藩
の
監
察
係
の
調
査
書
に
因
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
何
に
よ
っ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
以
下
、
宇
野
氏
に
よ
って大筋を紹介したい。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
四
月
六
日
、
江
戸
の
熊
本
藩
邸
で
足
軽
の
入
佐
唯
右
衛
門
が
、
同
役
の
下
田
平
八
・
中
津
喜
平
の
両
名
を
殺
害
し
て
逐
電
し
た
。
下
田
平
八
の
妻
Ⅱ
田
鶴
は
安
政
四
年
（一八五七）五月、二一歳のときに平八の後妻に迎えられ
が
、
平
素
か
ら
舅
姑
へ
よ
く
仕
え
、
子
供
の
教
育
も
行
届
く
評
判
の
よ
い
嫁
で
あ
っ
た
。
夫
が
殺
さ
れ
た
と
き
田
鶴
は
二
五
歳
で
、
恒平〈前妻の子）九歳、哲一一一（実子）三歳と、二歳の女
子
の
三
人
の
子
供
が
い
た
。
夫
が
殺
さ
れ
て
家
名
は
断
絶
、
家
屋
「
都
築
黙
兵
衛
覚
書
」
に
は
黒
瀬
市
郎
助
が
松
山
に
居
る
と
い
う
情（卯）
報を得てから敵討が成就するまでが詳細に述べられている。
ま
た
永
青
文
庫
の
「
町
在
」
に
は
、
吉
田
己
久
馬
の
「
若
党
」
で
主
人
の
己
久
馬
を
助
け
て
敵
討
を
成
功
に
導
い
た
田
中
辰
之
助
の
功
績
を
賞
し
て
、
彼
を
。
領
壱
疋
」
の
身
分
に
す
る
時
の
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
紹
介
し
た
の
で
こ
（別）
一」には省略したい。
敷
も
売
り
払
い
、
本
荘
柿
の
木
鶴
か
ら
高
田
原
の
御
仲
間
小
路
に
移
っ
て
貧
し
い
生
活
を
送
っ
た
。
再
婚
す
れ
ば
家
名
を
再
興
で
き
る
か
ら
と
い
う
周
囲
の
す
す
め
も
断
っ
て
、
敵
討
を
誓
い
、
恒
平
・
哲
三
に
文
武
の
稽
古
を
励
ま
せ
、
病
弱
の
舅
姑
の
世
話
も
行
届
い
た
。
夫
平
八
の
遺
骨
は
江
戸
の
白
雲
庵
に
埋
葬
し
て
あ
っ
た
が
、
七
回
忌
に
あ
た
っ
て
熊
本
上
河
原
の
先
祖
の
墓
所
に
改
葬
し
た
。
一
方
、
中
津
喜
平
の
妻
は
寿
乃
と
い
い
、
元
料
理
人
横
田
慶
助
の
娘で、弘化三年（一八四六）ころ二四歳で喜平に嫁した。
家
族
は
義
母
と
義
弟
、
実
母
と
自
分
の
娘
（
九
歳
）
な
ど
で
生
活
は
苦
し
く
家
屋
敷
は
売
払
っ
た
と
い
う
。
娘
は
明
治
二
年
に
一
七
歳
で
結
婚
し
、
一
人
に
な
っ
た
寿
乃
は
裁
縫
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
寿
乃
も
夫
の
敵
を
討
つ
機
会
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
いた。事件
の
一
○
年
後
の
明
治
四
年
（
一
八
七
二
、
敵
の
入
佐
唯
右
衛
門
が
石
見
国
（
現
島
根
県
）
の
浜
田
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
下
田
恒
平
は
、
叔
父
の
直
八
に
付
添
わ
れ
て
敵
討
に
向
っ
た
が
、
下
関
で
入
佐
が
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
肥
後
へ
連
行
さ
れ
る
入
佐
を
待
ち
受
け
て
敵
を
討
つ
こ
と
に
し
た
。
唯
右
衛
門
が
山
口
藩
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
た
と
の
知
ら
せ
を
う
け
た
熊
本
藩
は
、
石
原
運
四
郎
と
増
見
某
の
二
名
に
入
佐
の
受
取
り
を
命
じ
熊
本
に
連
れ
帰
っ
た
。
石
原
ら
は
事
情
を
知
っ
て
、
敵
討
を
願
う
田
鶴
母
子
や
寿
乃
ら
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
て
、
肥
後
領
に
入
っ
7４
て
間
も
な
く
の
玉
名
郡
石
貫
村
の
道
筋
か
ら
そ
れ
た
所
（
う
つ
る
ぎ
谷
）
で
囚
人
寵
を
止
め
た
。
入
佐
唯
右
衛
門
は
篭
か
ら
引
出
さ
れ、後ろ手に縛り上げられたまま下田恒平らに討たれた。
中
津
の
妻
寿
乃
も
夫
の
形
見
の
短
刀
で
手
を
下
し
て
本
望
を
遂
げ
た
と
い
う
（
四
月
一
六
日
）
。
入
佐
の
死
骸
は
い
っ
た
ん
近
く
の
広
福
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
後
に
関
係
者
が
引
取
っ
た
と
い
う
。
宇
野
氏
は
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
に
現
場
に
行
き
、
事
件
を
見
聞
し
た
と
い
う
七
七
歳
の
女
性
か
ら
当
時
の
話
を
聞
い
て
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
の
地
に
は
五
輪
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ま
は
（幻）
こ
の
塔
は
広
福
寺
の
境
内
に
あ
る
と
い
う
。
現
在
う
つ
る
ぎ
谷
の
地
に
は
、
杉
林
の
入
口
に
「
玉
名
の
自
然
と
文
化
を
守
る
会
」
に
よ
っ
て
「
日
本
最
後
仇
討
之
地
」
の
石
碑
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
銅
板
に
説
明
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
敵
討
の
あ
っ
た
四
月
一
六
日
に
は
、
毎
年
関
係
者
が
集
ま
っ
て
今
も
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
な
お
入
佐
唯
右
衛
門
を
肥
後
に
連
行
し
た
石
原
運
四
郎
は
、
の
ち
の
「
神
風
連
の
乱
」
の
主
要
人
物
の
一
人
で
、
決
起
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
あ
と
、
同
志
の
阿
部
景
器
と
と
も
に
阿
部
の
自
宅
で
自
刃
し
た
。
そ
の
子
石
原
醜
男
は
神
風
連
の
研
究
者
と
し
て
有名である。
宇
野
氏
に
よ
る
と
、
下
田
田
鶴
は
敵
討
成
功
の
祈
願
に
通
っ
て
い
た
春
竹
町
（
現
熊
本
市
）
の
観
音
堂
に
、
本
懐
を
遂
げ
た
あ
と
報
謝
の
た
め
に
法
塔
を
建
て
た
。
そ
れ
は
巻
軸
の
形
を
し
て
お
り
、
題
篭
に
あ
た
る
所
に
「
報
奏
」
、
そ
の
下
に
「
念
彼
観
世
音
、
衆
怨
悉
退
散
」
と
あ
り
、
裏
に
あ
た
る
所
に
「
明
治
四
年
辛
未
歳
四
月
十
六
日
」
「
大
願
成
就
下
田
氏
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
観
音
堂
に
は
「
め
く
ら
観
音
」
と
呼
ば
れ
る
観
音
像
が
祀
ら
れ
ており、「春竹小学校創立百周年記念誌」には、昭和四○
年
改
築
以
前
の
古
い
観
音
堂
と
観
音
像
、
敵
討
成
就
の
報
謝
塔
な
（型）
どの写真が掲載されている。また『平成肥後国誌」には、
改
築
後
の
観
音
堂
と
堂
内
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
弥
生
町
（躯）
一丁目一一一番にあると記されている。これらの記述通り、
い
ま
も
弥
生
町
の
観
音
堂
の
中
に
は
、
下
田
田
鶴
母
子
の
報
謝
塔
が保存されている。
な
お
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
貴
重
な
記
録
が
「
成
松
市
次
覚
書
」
〈妬）
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
辛
苦
の
末に敵討を成し遂げた下田恒平とその母田鶴の二人を讃え、
藩庁が表彰した際の掲示の写しである。
掲
示
こ
と
し
四
月
十
六
日
、
玉
名
郡
に
し
て
父
の
仇
を
う
ち
し
下
田
恒
平
と
い
へ
る
も
の
、
継
母
田
鶴
事
、
舅
姑
に
事
へ
て
、
婦
た
る
の
道
を
失
は
ず
、
初
て
嫁
せ
し
よ
り
五
年
目
、
夫
平
八
む
ざ
ん
の
死
を
遂
し
後
、
打
続
き
舅
姑
重
き
病
に
か
、
り
し
に
、
介
抱
行
届
き
、
再
び
配
偶
を
す
西
む
る
者
あ
れ
ど
も
受
ず
、
三
人
の
孤
を
教
育
し
、
悲
涙
貧
苦
の
床
に
年
月
を
送
－７５－
り
し
内
、
あ
た
り
近
き
宮
寺
へ
日
夜
歩
ミ
を
怠
ら
ざ
り
し
が、
若
姿
の
し
げ
し
げ
の
通
ひ
路
、
人
の
口
も
い
か
ず
と
、
中
比
さ
と
り
、
其
祈
祷
ハ
止
ぬ
れ
ど
も
、
心
の
祈
願
ハ
い
よ
い
よ
切
に
、
い
か
に
も
し
て
思
ふ
か
た
き
を
ね
ら
は
ん
と
、
其
情
誠
の
通
ひ
け
る
に
や
、
年
積
り
て
十
一
年
、
其
子
恒
平
、
復
讐
ゆ
き
魯
の
断
も
、
皆
其
苦
心
の
出
せ
る
所
也
、
此
子
な
か
り
せ
（
誰
か
こ
の
母
の
志
を
継
ん
、
此
母
な
か
り
せ
ば
此
子
の
志
、
い
づ
く
ん
ぞ
今
日
に
貫
く
事
を
得
ん
、
こ
、
に
其
略
を
掲
示
し
て
、
こ
れ
を
諸
民
に
告
ぐ
、
猶
瑳
歎
の
余
り
干
疋
の
金
子
ざ
し
遣
候
也
辛
未
七
月
一
三
日
藩
庁
と
記
さ
れ
て
お
り
、
続
い
て
恒
平
に
対
し
て
「
父
の
跡
目
相
続
を
認
め
、
家
禄
三
五
俵
を
与
え
る
」
こ
と
、
田
鶴
に
対
し
て
は
「
奇
特
の
至
り
に
つ
き
、
金
子
干
疋
の
褒
美
を
与
え
る
」
と
し
て
い
る
。
敵
討
を
遂
げ
た
下
田
恒
平
は
、
父
の
跡
目
相
続
が
許
さ
れ
家
禄
三
五
俵
を
与
え
ら
れ
「
家
名
再
興
」
を
果
た
し
た
。
三
五
俵
と
い
う
のは江戸時代には一○石三人扶持だった足軽身分の者に、
明
治
四
年
（
一
八
七
二
の
禄
制
で
絵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
禄
（”〉
高
で
あ
る
。
田
鶴
に
与
え
ら
れ
た
「
干
疋
」
と
い
う
の
は
、
江
戸
時
代
に
表
彰
な
ど
の
際
に
使
用
さ
れ
た
銭
の
表
現
法
で
、
一
疋
Ⅱ
一
○
文
で
あ
り
干
疋
は
一
○
貫
文
で
あ
る
。
一
両
Ⅱ
四
貫
文
で
計
算
す
る
と
、
金
（
き
ん
）
で
は
二
両
二
分
に
相
当
す
る
金
額
で
あ
る
。
こ
の
明
治
四
年
五
月
に
は
「
新
貨
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
円
銭
厘
の
新
し
い
通
貨
制
度
に
な
っ
て
い
く
時
期
で
あ
る
が
、
こ
の
段階ではまだ旧通貨制度が行われていたのである。
こ
の
敵
討
事
件
は
熊
本
で
は
「
日
本
最
後
の
敵
討
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
諸
書
に
そ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
全
国
的
に
み
る
と
、
実
際
に
は
こ
れ
以
後
も
何
件
か
の
敵
討
事
件
が
起
っ
て
い
る
。
（羽）
そ
の
う
ち
有
名
な
事
件
を
一
一
つ
紹
介
す
る
。
第
一
の
事
件
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
、
金
沢
城
二
の
丸
の
廊
下
で
加
賀
藩
の
執
政
（
旧
家
老
）
本
多
播
磨
守
政
均
（
五
万
石
取
）
が
反
対
派
の
者
二
人
に
刺
殺
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。
本
多
は
新
政
府
の
木
戸
孝
允
と
通
じ
て
藩
政
改
革
を
推
進
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
反
対
す
る
勢
力
に
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
年
後
の
明
治
五
年
一
一
月
、
本
多
家
の
家
臣
た
ち
一
○
数
名
が
主
君
を
殺
害
し
た
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
三
人
に
対
し
て
敵
討
を
行
っ
た
。
こ
の
復
讐
事
件
で
一
二
名
が
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
遺
骸
は
主
家
の
本
多
家
が
引取り主君の墓地に埋葬され、「明治の忠臣蔵」と呼ばれ
た
と
い
う
。
も
う
一
つ
の
事
件
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
秋
月
藩
（
現
福
岡
県
）
の
重
役
Ⅱ
臼
井
亘
理
（
三
○
○
石
取
）
が
、
妻
と
四
歳
の
女
児
と
と
も
に
惨
殺
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。
こ
の
と
き
嫡
子
の
六
郎
は
三
歳
だ
っ
た
が
、
成
長
後
の
明
治
一
三
年
一
一
一
月
に
東
京
で
父
母
と
妹
の
敵
討
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
吉
村
昭
に
よ
っ
て
『
最
7６
㈹
敵
討
類
似
の
事
件
［その一松山主水・荘林十兵衛事件］
以
上
あ
げ
た
事
件
以
外
に
も
「
敵
討
」
と
い
わ
れ
て
い
る
事
件
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
八
代
で
の
松
山
主
水
・
荘
林
十
兵
衛
事
件（列）
があり、『肥後国誌』にこの事件のことが記されている。
隠
居
し
て
い
た
細
川
三
斎
が
船
で
上
京
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
藩
主
忠
利
の
家
臣
に
松
山
主
水
と
い
う
者
が
い
た
が
、
彼
は
剣
の
奥
義
を
極
め
て
お
り
、
ま
た
飯
綱
伝
づ
な
）
の
法
（
妖
術
の
一
種
）
を
修
め
た
と
い
う
評
判
で
あ
っ
た
。
そ
の
松
山
主
水
が
三
斎
の
船
に
対
し
て
、
内
容
や
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
無
礼
を
働
い
た
と
い
う。これに対して一一一斎の船手頭であった荘林十兵衛が抗
議
し
、
二
人
の
口
論
と
な
っ
た
が
、
荘
林
は
松
山
の
威
を
恐
れ
て
無
事
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
に
不
満
を
抱
い
た
三
斎
は
、
後
に
松
山
が
八
代
に
来
た
と
き
荘
林
十
兵
衛
を
呼
ん
で
、
お
前
は
人
を
切
る
刀
を
持
た
な
い
だ
ろ
う
と
い
っ
て
自
分
の
刀
を
十
兵
衛
に
与
え
た
。
（羽）
後
の
仇
討
』
と
い
う
題
で
小
説
化
共
ど
れ
て
い
る
。
す
で
に
明
治
六
年
に
敵
討
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
お
り
、
同
一
三
年
に
は
刑
法
が
制
定
さ
れ
て
「
敵
討
」
の
用
語
も
消
え
て
い
た
頃
で
あ
る
。
父
母
と
妹
の
敵
を
討
っ
た
臼
井
六
郎
は
殺
人
犯
と
し
て
終
身
刑
の
判
決
を
う
け
た
が
、
の
ち
減
刑
ざ
れ
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
出
獄
し
たという。
十
兵
衛
は
そ
の
刀
を
持
っ
て
松
山
の
旅
宿
に
行
き
、
寝
て
い
た
松
山
に
切
り
か
か
っ
て
殺
害
し
た
が
、
十
兵
衛
も
松
山
の
児
小
姓
に
切
り
殺
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
十
兵
衛
の
子
Ⅱ
荘
林
半
十
郎
が
夕
涼
み
で
松
江
村
の
堤
を
歩
い
て
い
た
と
き
、
何
者
か
に
槍
で
突
き
殺
さ
れ
た
。
犯
人
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
松
山
主
水
の
門
弟
が
師
の
仇
を
討
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
評
判
で
あ
っ
た
。
事
件
の
時
期
は
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
が
、
三
斎
が
八
代
城
に
い
た
一
六
三
一
一
～
一
六
四
五
年
の
間
の
事
件
で
あ
る
。
『
肥
後
国
誌
』
に
は
荘
林
の
死
を
悼
ん
だ
三
斎
は
、
彼
を
八
代
盛
光
寺
に
葬
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
荘
林
父
子
の
墓
と
い
う
立
派
な
五
輪
塔
が
二
基
、
八
代
市
本
町
三
丁
目
の
感
光
寺
の
境
内
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
南
松
江
の
光
円
寺
跡
に
古
い
五
輪
の
笠
石
が
あ
り
、
松
山
主
水
の
墓
と
い
わ
れ
て
い
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
再
興
さ
れ
た
光
円
寺
境
内
（
現
八
代
市
通
町
）
に
（弧）
く
う
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
肥
後
国
誌
」
に
記
さ
れ
た
事
件
は
実
際
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
松
山
を
殺
害
し
た
十
兵
衛
で
は
な
く
そ
の
子
の
半
兵
衛
が
討
た
れ
て
お
り
、
通
常
の
敵
討
と
は
か
な
り
違
っ
た
事
件
で
あ
る
。
「
敵
討
」
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
頃
多
く
見
ら
れ
る
、
互
い
の
怨
念
に
も
と
づ
く
殺
害
事
件
と
考
えるべきであろう。
［
そ
の
二
水
足
屏
山
・
博
泉
父
子
の
「
女
敵
討
』
「
敵
討
」
が
「
主
君
・
近
親
・
朋
友
な
ど
の
仇
を
討
ち
果
た
す
－７７－
こ
と
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
敵
討
（
め
が
た
き
う
ち
）
は
「
自
分
の
妻
を
奪
っ
た
男
Ｔ
女
敵
）
を
討
ち
と
る
こ
と
」
で
あ
る
（「広辞苑」）。敵討は主君・近親者などが殺害された場合
に
そ
の
殺
人
者
を
討
果
た
す
の
で
あ
る
が
、
女
敵
討
が
妻
は
殺
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
点
で
は
全
く
違
う
事
柄
の
は
ず
で
あ
る
が
、
敵
討
が
話
題
に
さ
れ
る
と
き
は
一
緒
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
肥
後
の
女
敵
討
の
例
も
つ
い
で
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
話
題
の
主
は
学
者
と
し
て
有
名
な
水
足
屏
山
・
博
泉
父
子
で
あ
る
。
父
の
屏
山
は
水
足
荘
三
郎
の
弟
で
あ
る
が
、
学
問
に
優
れ
て
い
た
た
め
に
百
石
を
給
さ
れ
別
家
に
取
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
子
の
博
泉
は
幼
少
の
頃
か
ら
学
問
に
秀
で
て
い
た
。
十
六
歳
の
と
き
荻
生
狙
棟
に
書
簡
を
送
り
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
祖
侠
は
博
泉
の
才
能
に
「
神
童
な
り
」
と
感
嘆
し
た
と
い
う
。
こ
の
水
足
屏
山
の
妻
が
笠
井
源
右
衛
門
と
い
う
牢
人
（
播
磨
屋
源
右
衛
門
と
い
う
町
人
と
も
）
と
密
通
し
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
て
、
屏
山
・
博
泉
父
子
が
彼
の
家
に
踏
込
ん
で
討
果
た
そ
う
と
し
た
が
、
事
前
に
そ
れ
を
知
っ
た
源
右
衛
門
に
計
ら
れ
て
父
子
は
傷
を
負
い
、
屏
山
は
重
傷
で
そ
の
日
の
う
ち
に
死
亡
し
た
。
時
に
享
保
一
七
年
二
七
三
一
一
）
四
月
九
日
、
享
年
六
二
と
い
う
。
博
泉
は
傷
が
平
癒
し
て
菊
池
郡
深
川
に
転
居
し
、
読
書
指
南
な
ど
に
日
を
送
っ
て
い
た
が
、
（犯）
同
年
一
○
月
一
四
日
に
病
死
、
一
一
六
歳
で
あ
っ
た
。
水
足
父
子
の
「
女
敵
討
」
は
失
敗
に
終
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
で
優
れ
た
人
材
以
上
、
肥
後
の
敵
討
と
し
て
七
つ
の
事
件
を
紹
介
し
た
。
わ
ず
か
七
件
で
は
十
分
な
考
察
は
で
き
な
い
が
、
次
に
い
く
つ
か
気
付
いたことを述べてみたい。
ま
ず
第
一
に
、
敵
討
は
事
前
の
届
出
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
記
し
た
い
。
本
稿
で
述
べ
た
七
件
の
う
ち
届
出
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
。
と
⑭
の
二
つ
の
事
件
だ
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
大
へ
ん
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
女
敵
討
と
い
う
の
も
敵
討
と
同
じ
よ
う
に
、
名
誉
を
守
る
た
め
に
は
絶
対
必
要
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
鎌
田
浩
氏
は
、
「
女
敵
討
」
と
は
「
夫
が
姦
通
を
し
た
妻
と
間
男
を
殺
す
こ
と
」
で
あ
り
、
「
夫
の
妻
に
対
す
る
独
占
的
支
配
権
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
い
わ
ば
正
当
な
仕
返
し
と
考
え
ら
れ
た
」
と
記
し
、
二
つ
の
女
敵
討
事
件
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
つ
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
松
野
平
左
衛
門
の
家
来
永
井
儀
右
衛
門
が
、
妻
と
紺
屋
町
の
善
六
を
女
敵
と
し
て
殺
し
た
事
件
。
も
う
一
つ
は
元
禄
一
四
年
（
一
七
○
二
鶴
崎
の
加
子
（
水
夫
）
同
士
の
「
女
敵
騒
動
」
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
件
で
、
裁
判
の
結
果
、
間
男
は
刎
首
、
夫
は
無
罪
、
妻
は
夫
の
勝
手
（
思
い
通
り
の
処
分
を
す
る
（鋼）
こと）となった事件である。
お
わ
り
に
7８
け
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
武
士
身
分
の
場
合
は
、
ど
れ
程
の
日
時
が
必
要
か
予
測
で
き
な
い
敵
討
に
出
発
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
主
家
に
届
出
て
許
可
を
う
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
代
の
「
勤
め
人
」
が
勤
務
先
に
届
出
て
長
期
休
暇
を
取
る
の
と
同
様
な
こ
と
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
武
士
身
分
の
敵
討である㈹と㈲の事件も藩当局には届出がなされたものと
思
わ
れ
る
（
他
の
三
件
は
苗
字
を
持
つ
者
で
は
あ
っ
て
も
、
本
当
の
武
士
身
分
で
は
な
い
の
で
藩
当
局
へ
の
事
前
の
届
出
は
必
要
で
は
なかったであろう）。したがって「事前の届出」というの
は
、
敵
討
が
遠
く
離
れ
た
他
領
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
幕
府
へ
の
届
出
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
伽
の
事
例
で
記
し
た
よ
う
に
、
熊
本
藩
当
局
者
は
事
前
の
届
出
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
く
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
幕
府
の
担
当者と打ち合わせれば無難な処理ができると考えていた。
実際にロに記した事例で見たように、幕府の「御尋ね者」
になっている敵を届出なしに打ち果した場合であっても、
事
後
の
幕
府
当
局
者
と
の
折
衝
に
よ
っ
て
「
お
構
い
な
し
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
敵
討
を
行
う
当
事
者
も
、
事
の
複
雑
化
を
避
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
口
㈹
㈹
の
事
例
の
よ
う
に
他
領
で
見
つ
け
出
し
た
敵
を
、
自
領
に
連
行
し
て
敵
討
を
遂
げ
て
い
る
。
結
論
と
し
て
は
、
敵
討
を
終
わ
っ
た
あ
と
当
局
に
届
け
出
て
、
当
局
に
よ
る
取
調
ぺ
の
結
果
敵
討
に
間
違
い
な
い
と
認
め
ら
れ
れ
ば
「
お
構
い
な
し
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
届
出
は
「
事
後
」
で
も
よ
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
は
、
敵
討
は
封
建
社
会
の
道
徳
上
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
奨
励
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
卿
の
西
本
・
牛
鴫
兄
弟
の
場
合
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
敵
討
に
出
発
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
旅
用
金
」
も
渡
さ
れ
、
留
守
家
族
へ
の
扶
持
も
与
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｑ
の
馬
の
神
の
敵
討
で
は
、
敵
討
に
成
功
し
た
佐
藤
満
津
平
や
助
太
刀
し
た
磯
田
次
郎
次
ら
は
身
分
昇
格
の
待
遇
を
受
け
て
お
り
、
㈹
の
事
件
で
は
吉
田
己
久
馬
を
助
け
て
敵
討
を
成
功
さ
せ
た
「
若
党
」
は
在
御
家
人
の
。
領
壱
疋
」
の
身
分
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
他
の
事
件
で
は
敵
を
討
っ
た
下
田
恒
平
は
「
跡
目
相
続
」
が
認
め
ら
れ
、
恒
平
の
母
に
は
干
疋
の
報
奨
金
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
敵
討
が
、
赤
穂
浪
士
の
事
件
も
含
め
て
人
々
の
賞
賛
の
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
考
え
合
わ
せ
て
も
う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
述
べ
た
七
件
の
う
ち
六
件
は
成
功
し
た
事
例
で
、
四
の
一
件
だ
け
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
事
例
と
思
わ
れ
る
。
敵
討
に
出
た
西
本
・
牛
嶋
兄
弟
は
一
五
年
た
っ
て
も
帰
郷
で
き
ず
、
残
さ
れ
た
母
親
へ
の
藩
か
ら
の
扶
助
も
一
五
年
後
に
は
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
実際の敵討事件では「はじめに」の項で紹介したように、
敵討できないまま行方不明になったりした者が非常に多く、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
記
録
は
残
さ
れ
ず
、
成
功
し
た
例
だ
け
が
話
7９
題
と
な
っ
て
記
録
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
敵
討
の
歴
史
』
に
も
、
敵
に
出
会
え
な
い
ま
ま
行
倒
れ
て
死
ん
で
い
っ
た
「
豊
前
さ
ん
の
墓
」
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
佐
賀
県
東
部
白（訓）
石郷の山間部のⅢ山という集落にある無名の墓の話である。
最後にあと一つ、敵討禁止の記事を紹介しておきたい。
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
大
津
地
筒
の
南
惣
七
が
、
同
僚
の
藤
田
十
平
を
口
論
の
末
殺
害
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
件
で
は
も
と
も
と
、
殺
さ
れ
た
藤
田
の
方
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、
惣
七
は
重
罪
で
は
な
く
「
地
筒
差
放
、
苗
字
大
小
取
止
、
答
八
十
た
た
き
、
二
年
眉
な
し
」
の
刑
と
な
っ
た
。
「
二
年
眉
な
し
」
と
い
う
の
は
、
二
年
間
眉
を
剃
っ
た
姿
で
懲
役
に
服
さ
せ
る
刑
罰
で
あ
る
。
藩
当
局
は
、
惣
七
が
二
年
の
刑
を
終
わ
っ
て
釈
放
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
処
罰
が
終
了
し
て
い
る
の
で
復
讐
は
厳
禁
す
る
と
の
通
達
を
出
し
、
藤
田
十
平
の
子
Ⅱ
上
野
多
内
に
対
し
て
、
復
讐
（
敵
討
）
（躯）
は
し
な
い
と
い
う
誓
約
書
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
権
力
に
よ
る
犯
罪
へ
の
処
罰
が
行
わ
れ
た
場
合
は
敵
討
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分かる。これは「上意打ち」や「無礼打ち」（切捨御免）
さ
れ
た
場
合
に
は
敵
討
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
と
同
様
の
こ
と
と
考えられる。
１
西
山
松
之
助
「
敵
討
」
（
『
国
史
大
辞
典
』
第
三
巻
、
吉
川
弘
文館、昭和五八年）など
２大隈三好『敵討の歴史』（雄山閣、昭和四七年）一一三
九
頁
３
『
日
本
談
義
』
昭
和
二
七
年
八
月
号
４
こ
れ
ら
の
内
容
は
「
小
森
田
太
三
敵
討
之
覚
」
（
熊
本
県
立
図
書館所蔵「上妻文庫」一二六）と全く同じである。
５『熊本県の地名』（平凡社、一九八五年）の「流長院」
の項
６原田門喜『馬の神仇討談』（八代人文社「八代の記録」
第三集、昭和五六年）
７石川愛郷編『八代郡誌』（名著出版、昭和四八年復刻）
七
六
五
～
七
六
八
頁
８「文化六年巳一一一月三日於八代敵討」（熊本県立図書館
蔵）
９
中
村
ミ
ツ
子
「
八
代
城
下
町
西
部
地
区
史
跡
文
化
財
探
訪
」
（八代史談会『夜豆志呂』一一二号、一九九六年六月）
、
熊
本
県
立
図
書
館
「
上
妻
文
庫
」
一
二
六
に
所
収
Ⅱ
松
井
家
の
「
御
家
人
帳
」
は
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
九
九
冊
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
天
保
二
年
の
分
、
一
冊
だ
戸
註
一
8０
けが出版されている。『肥後八代松井家御家入帳』（八
代古文書の会、一九八四年）四二頁
Ｅ
岡
崎
鴻
吉
『
熊
本
御
城
下
の
町
人
』
（
日
本
談
義
社
、
昭
和
二
七年）一一一一一一～一一三六頁
田
「
新
続
蹟
覧
」
三
七
六
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
の
「永青文庫」八’七－五）
Ⅲ
こ
の
「
御
尋
ね
者
」
に
つ
い
て
小
林
一
茶
の
「
日
記
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。
「
去
六
月
九
日
、
京
木
屋
丁
旅
宿
ニ
テ
、
ヒ
ゴ
熊
本
米
屋
町
市
原
屋
俊
十
郎
ニ
キ
ズ
付
逃
去
金
屋
丁
嘉
次
平
、
人
相
書
出
」
（
丸
山
一
彦
校
注
言
茶
七
番
日
記』岩波文庫、二○○三年、一一一○五～一一一○六頁）
■「新続跡覧」三八八の七五（同上「永青文庫」）、熊本
県
立
図
書
館
蔵
「
上
妻
文
庫
」
二
四
四
に
も
所
収
砠
「
覚
帳
難
稜
分
類
頭
書
」
四
（
同
上
「
永
青
文
庫
」
九
－
七
’
一三’四）
Ⅳ
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
。
な
お
前
註
４
の
「
上
妻
文
庫
」
一
二
六にも収められている。
肥
山
崎
正
童
『
横
井
小
楠
』
（
大
和
学
芸
図
書
、
昭
和
五
二
年
復
刻
）
伝
記
篇
六
七
三
～
六
九
七
頁
、
七
九
七
～
八
一
六
頁
凹
各
家
の
「
先
祖
附
」
（
永
青
文
庫
、
但
し
熊
本
県
立
図
書
館
の
複製本）による。
別
一
一
一
点
の
史
料
は
い
ず
れ
も
前
註
４
の
「
上
妻
文
庫
」
一
二
六
に所収
Ⅲ
「
町
在
」
明
治
元
年
（
熊
本
県
立
図
書
館
「
永
青
文
庫
」
一
九
九
七
）
、
お
よ
び
蓑
田
勝
彦
「
慶
応
四
年
豊
後
鶴
崎
の
敵
討
」
（
熊
本
近
世
史
の
会
『
年
報
熊
本
近
世
史
』
平
成
六
年
度
、
平
成八年）
助
字
野
廉
太
郎
「
日
本
最
後
の
仇
討
」
（
『
日
本
談
義
』
七
、
昭
和二六年六月号）
羽
山
下
信
哉
「
南
関
往
還
の
仇
討
」
（
『
石
人
』
五
－
一
○
、
昭
和
三
九
年
一
○
月
号
）
。
現
在
は
広
福
寺
の
裏
庭
に
、
新
し
い
五
輪
塔
の
形
の
「
供
養
塔
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
刈
春
竹
小
学
校
竹
創
立
百
周
年
記
念
誌
『
春
竹
』
（
熊
本
市
立
春
竹
小
学
校
、
昭
和
四
八
年
）
一
○
七
頁
妬
高
田
泰
史
「
平
成
肥
後
国
誌
』
（
同
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
）
四
三
九
～
四
四
○
頁
加
「
成
松
市
次
覚
書
」
（
熊
本
市
松
本
寿
三
郎
氏
所
蔵
）
〃
「
藩
制
禄
制
等
定
則
」
（
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
「
熊
本
県
公
文
類纂」三五’六）
肥前出２の『敵討の歴史』二一六～一一一一一頁、一一二七
～二一一三頁、
別吉村昭『敵討』（新潮文庫、平成一五年）
別
後
藤
是
山
『
肥
後
国
誌
」
（
青
潮
社
、
昭
和
四
六
年
復
刻
）
下
巻
二
五
七
～
二
五
八
頁
8１
剖
盛
光
寺
の
荘
林
父
子
の
墓
に
つ
い
て
は
、
前
註
７
の
『
八
代
郡
誌
』
五
一
四
～
五
一
五
頁
。
松
山
主
水
の
墓
に
つ
い
て
は
同
書五二一一一頁を参照
釦
水
足
屏
山
・
博
泉
父
子
に
つ
い
て
は
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
」
正
・
続
篇
（
歴
史
図
書
社
、
昭
和
四
六
年
復
刻
）
に
よ
る
。
な
お
、
この事件については丹後杏一『歴史随想」（刀水書房、
一一○○五年）一一七～一三○頁にも記されている。
詔
鎌
田
浩
『
肥
後
藩
の
庶
民
事
件
簿
』
（
熊
本
日
日
新
聞
社
、
二
○
○
○
年
）
一
四
一
頁
弘
前
註
２
の
『
敵
討
の
歴
史
』
一
六
五
頁
邪
『
諸
御
用
日
記
』
文
化
二
年
（
菊
陽
町
古
文
書
を
読
む
会
、
平
成
一
七
年
）
三
四
頁
【追記］原稿提出後に、『新宇土市史資料篇』第４巻（近代・
現
代
）
が
刊
行
さ
れ
た
（
宇
土
市
史
編
纂
委
員
会
、
平
成
十
八
年）。その中に［吉村森右衛門御役中殺害につき仇討一
件］と題する史料が収録されている。それによると、
安政一一年（一八五五）十二月一一五日、郡代直触で「傍
示
横
目
加
入
」
を
勤
め
る
吉
村
森
右
衛
門
が
、
保
近
津
尻
（
方
近
村
は
現
熊
本
市
中
原
町
、
白
川
左
岸
の
川
口
付
近
）
の
「
御
鷹
場
」
で
鶴
に
鉄
砲
を
打
っ
た
者
を
捕
え
よ
う
と
し
て
刀
傷
を
負
い
死
亡
し
た
。
森
右
衛
門
の
悴
Ⅱ
吉
村
喜
一
郎
と
甥
の
田
代
四
郎
右
衛
門
は
翌
三
年
二
月
、
藩
に
「
復
讐
御
免
」
を
願
い
出
て
敵
討
に
出
た
。
敵
（
犯
人
）
は
村
嶋
喜
太
郎
（
三
三
歳
）
と
伊
藤万蔵（一一一四歳）で、史料には二名の人相書も載せら
れ
て
い
る
。
村
嶋
と
伊
藤
は
「
足
軽
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
在
御
家
人
」
で
あ
ろ
う
。
殺
さ
れ
た
吉
村
森
右
衛
門も郡代直触であるが、「足軽」と記されている。
こ
の
敵
討
を
認
可
す
る
に
際
し
て
藩
の
奉
行
所
か
ら
出
さ
れ
た
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
①
ま
ず
５
ヵ
年
の
「
旅
行
」
を
認
め
る
。
年
限
の
延
長
も
認
め
る
。
②
敵
討
を
行
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
土
地
の
役
人
に
届
け
出
て
そ
の
「作法」に任せること。なお江戸・京・大坂・長崎には
熊
本
藩
の
屋
敷
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
も
申
し
出
る
こ
と
。
③
京
都
の
御
所
や
二
条
城
近
辺
で
は
敵
討
は
遠
慮
す
る
こ
と
。
④
年
限
延
長
の
願
い
出
は
②
の
藩
屋
敷
へ
の
申
し
出
で
も
よ
い
。
⑤
持
参
す
る
往
来
手
形
に
は
、
宿
願
が
あ
り
諸
国
の
大
社
を
参
詣する旨記すこと。
こ
の
敵
討
が
実
際
に
遂
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
記
録
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
敵
討
に
出
発
し
て
間
も
な
く
の
安
政
三
年
四
月
一
日
に
、
二
人
は
大
坂
の
奉
行
所
に
敵
討
の
届
出
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
控
え
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
史
料
の
所
蔵
者
の
家
に
は
、
こ
の
敵
討
は
成
功
し
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
8２
［追記】その二
校
正
の
段
階
に
な
っ
て
新
た
に
、
文
久
元
年
の
「
達
帳
」
（
永
青
文
庫
九
－
一
四
－
七
）
に
「
下
田
恒
平
敵
討
事
件
」
に
関
連
し
た
史
料
を
見
出
し
た
の
で
追
記
し
た
い
。
「
下
田
平
八
・
中
津
喜
平
儀
、
江
戸
龍
口
御
小
屋
に
お
い
て
夜
中（四月六日暁）殺害に逢い即死いたし候につきては、
留守従類ども・…：差しより暮し方困窮つかまつり候様子
に御座候あいだ・…・・従類どもへ月々御救米下し置かれ候
よ
う
」
と
い
う
申
請
書
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
下
田
平
八
の
遺
族
と
し
て
〈
養
母
六
一
歳
、
養
父
方
の
叔
母
六
五
歳
、
妻
二
五
歳
、
忰
下
田
彦
熊
九
歳
、
二
男
下
田
鉄
蔵
一
一
一
歳
、
娘
一
一
歳
〉
の
六
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
養
母
と
叔
母
へ
月
々
る
と
い
う
が
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
な
お
、
原
稿
完
成
後
に
次
の
二
つ
の
事
件
も
管
見
に
入
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
簡
単
な
記
事
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
事
件
な
の
かよく分からない。①承応一一年（一六五三）一一一月十五
日、「川崎にて村井弥五左衛門を、吉見半之允が討つ。
兄の敵なり」とある（熊本県立図書館所蔵の「藻塩草」
六○）。②天保九年（一八一一一八）五月、「春木七兵衛、
蓑
田
を
切
殺
す
。
嫡
子
仇
討
」
と
あ
る
（
細
川
藩
政
史
研
究
会
『熊本藩年表稿乞。
米
五
升
ず
つ
、
男
子
は
一
六
歳
ま
で
同
じ
く
五
升
ず
つ
、
娘
に
は
同
じ
く
一
四
歳
ま
で
五
升
ず
つ
の
「
御
救
米
」
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
津
喜
平
の
遺
族
は
〈
養
母
五
三
歳
、
妻
三
九
歳
、
弟
中
津
字
七
郎
二
四
歳
、
娘
九
歳
〉
の
四
人
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
娘
は
一
四
歳
ま
で
月
々
五
升
ず
つ
の
「
御
救
米
」
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
御
救
」
を
適
用
さ
れ
る
年
齢
の
該
当
者
が
、
前
例
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
殺
さ
れ
た
下
田
平
八
と
中
津
喜
平
は
二
人
と
も
「
御
勘
定
所
物
書
」
を
勤
め
て
い
た
と
記
さ
れ
て
いる。
8３
